
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

郡レベルの MDT 

今回は県レベルではなく、国境を接

する郡の MDT メンバーを対象に行い

ました。シリントーン郡（タイ）か

ら 1５名とフォントン郡（ラオス）

から 10 名の参加がありました。タ

イ側は警察、保健所、役場、NGO な

どの職員で、ラオス側は警察、保健

所、役場、法務事務所、女性連盟、

青年連盟、労働組合連盟などからで

した。両者とも書類上では人身取引

対策担当になっていますが、実際に

人身取引対策活動を行ったことがな

いメンバーがほとんどのため、人身

取引の定義から説明を行い、身の回

りにどのような人身取引事案がある

か考えてもらいました。人身取引被

害者に遭うリスクが高いのは、親が

子育てを放棄している家庭の子ど

も、教育レベルが低く簡単に人を信

用してしまう人々、かわいい顔をし

た女児などの意見などが出ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の研修で参加者は人身取引につ

いての知識を得て、自身が人身取引

対策の担当者であることを認識しま

した。しかし、担当者であることを

認識しても、何をしたらいいのか分

からなければ、意味がありません。

研修の最後のセッションでは、人身

取引に関して定期的に会議の場を持

つために、少ない人数の委員会をつ

くる必要があるとの意見が出たの

で、まず委員会をつくってもらい、

具体的な活動をプロジェクトでサポ

ートできればと思います。 

タイの場合は、地元に NGO があ

り、政府関係者もお互いを知ってお

り、協力しています。しかし、ラオ

スの場合、近くに NGO があっても

全く連携がなく、今回の研修にも同

県内に存在する NGO を一緒に招待

したのですが、NGO の参加はゼロ

でした。ラオスとのワークショップ

を既に 5 回行いましたが、県政府

だけではなく、郡政府の人々とのワ

ークショップでもなかなか実態が見

えてきませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

郡政府の人々は県庁所在地に住

み、国境の郡に通勤しているだけ

なのかもしれません。今後は村長

や学校の先生など実際に国境の郡

で生活している人々もワークショ

ップなどに参加してもらい、現場

の実態を認識したうえで人身取引

対策に取り組まないと、効果的な

支援にはならないのではないかと

思いました。 

----------------------------- 

タイの社会開発人間安全保障省

チームの日本視察 

 

 

 

 

 

タイの社会開発人間安全保障省の

次官など約 10 名が 9 月 5 日に

JICA に表敬訪問し、6 日に「女性

の家サーラー」を訪問しました。

サーラーは、外国人女性を主とし

た緊急一時避難所の運営と外国語

(韓国語、スペイン語、ポルトガル

語、タイ語、タガログ語、英語）

と日本語による電話、面接相談を

受け、法律、通訳、翻訳などの支

援を行っている NPO 法人です。ま
（次頁につづく） 

 

 

タイ・ラオス国境の姉妹郡 MDT

強化ワークショップ 
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� タイ・ラオス国境の姉妹郡

MDT 強化ワークショップ 

� タイ社会開発安全保障省チ

ームの日本視察 

� 山岳民族の人身取引対策 

コーディネーター養成研修 

タイ･メコン地域人身取引被害者支援能力向上プロジェクト 

� タイおよびメコン地域において人身取引被害者に対する支援対策が効果

的に行われるために、JICA では被害者保護・自立支援に関わる多分野

協働ﾁｰﾑ（MDT）の能力強化と、の支援能力向上に協力してきました。 

� 当プロジェクトは 2015 年 4 月から 4 年間の予定で、人身取引被害者

の生活再建支援のため、ケースマネージャー（CM）等の能力向上や被

害者のエンパワメント、周辺国との協働を目指す活動を実施します。

CM４TIP：Case Management for Trafficking in Persons の意味。 

詳細は HP( http://www.jica.go.jp/project/thailand/016/index.html )をご覧ください。 

 

JICA-CM4TIP 通信 

通信の 14 号で、タイ・ラオス国境のウボンラチャタ

ニ県とチャンパサック県 MDT のネットワーク強化会議

を開催したことを掲載しましたが、今回はそのアクシ

ョンプランからでた、国境を挟んで姉妹郡となってる

タイ側シリントーン郡とラオス側フォントン郡の MDT

強化ワークショップの様子をお伝えします。 
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� 本通信は、プロジェクトの進捗状況や周辺情報をお知らせするため JICA 専門家の見聞をお送りしています。 

JICA およびカウンターパートの公式見解ではありません。なお、無断での転載はお断りをしています。 

（前頁から続き）また、ウエラワリー

という外国人支援 NGO のスタッフの

方々にも来ていただき、日本に住ん

でいる外国籍の方々の抱える問題や

彼らに対する支援内容を紹介してい

ただきました。 

サーラーもウェラワリーも日本に

長く住むタイ人、フィリピン人、韓

国人など相談員としてもち、二つの

団体が連携して活動していることが

よく分かりました。タイも多言語の

ホットラインなどを設置し、タイに

住む外国人の社会福祉問題に対応に

苦慮しているところですので、大変

参考になりました。 

------------------------------ 

チェンライ県の山岳民族の人身取

引対策コーディネーター養成研修 
4 月にチェンライ県の政府と NGO

職員らで計画してきた「山岳民族の

人身取引対策コーディネーター養成

研修」ですが、その後 3 回の打ち合

わせを経て、ようやく 9 月に実施す

ることができました。本研修は、ラ

オスのボケオ県と国境を接するチェ

ンコン郡から 30 名、ミャンマーのタ

チレク県と国境を接するメーサイ郡

から 30 名の山岳民族のリーダーを対

象としていましたが、準備段階で苦

労したのは、山岳民族のリーダーに

アクセスすることや、女性を研修に

参加させることでした。 

参加者選定の苦労と教訓 
当初政府主導で選定をしていた

ら、山岳民族ではなく、タイ人がコ

ーディネーターとして選出されてき

たので、NGO 主導で選定を進めるこ

とにしました。また、タイの山岳民

族の多くが男性優位の価値観を持っ

ているので、メーサイ郡に関しては

選考過程で専門家が介入し、女性の

参加を強く促しました。結果として

は、選定されたコーディネーターの

内 60%が山岳民族、56%が女性でし

た。チェンコン郡の場合は、ジェン

ダー平等を掲げ、保護が必要な女性

と女児を対象に活動を行っている

NGO に選定を任せていたので、当然

ながら女性の参加があるだろうと思

っていたところ、選出された全員が

男性でした。これにはガッカリしま

したが、山岳民族コミュニティーの

実態でもあるわけですし、プロジェ

クトとして常にジェンダー配慮を行

わなればいけないという教訓にもな

りました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修内容、成果と今後 
研修の中身は、人身取引と人身

取引対策法と関連法、ジェンダ

ー、身の回りの人身取引事案など

でした。2 郡の参加者から分かっ

たことは、未だに女児の青田買い

が行われていること、性産業に女

児が流れやすい環境であること、

韓国、マレーシアなどのアジア諸

国への出稼ぎ勧誘が多いこと、漁

船労働被害に遭った人がいるな

ど、身近に色んな問題があること

が分かりました。また、彼らのコ

ミュニティーにも労働許可証を所

持していないラオス人やミャンマ

ー人労働者がいることも確認され

ました。 

参加者以外にも郡役場、山岳民

族開発センター、NGO（6 団体）な

ど合計 80 名の参加があり、今後、

研修参加者を中心に、コミュニテ

ィーレベルの活動が開始される予

定です。本研修において、山岳民

族の人身取引リスクが高いことが

確認できたこと及び準備段階から

多くの NGO の参加を促進したこと

により、NGO が今後のフォローア

ップを行うことになるなどの成果

がみられました。 

 

 

 

山岳民族の人身取引対策 

コーディネーター養成研修 
・9 月 21-22 日にチェンライ県の山岳民族のコー

ディネーターをチェンコン郡から 28 名、メーサ

イ郡から 25 名選出し、人身取引対策の研修を実

施。（60%山岳民族、56%女性） 

・山岳民族の直面している問題や状況を話し合い、

立案した計画を今後 NGO がフォローアップ。 

④ 

写 真 

① 人身取引に関連する地域の状況・社会問題についてのグループワーク ②グループワークの発表をする山岳民族の青年リーダー  
③ グループワークの発表を受けて意見を述べる百生チーフアドバイザー ④ NGO の人身取引対策活動を紹介する NGO スタッフ 
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